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論  文  内  容  の  要  旨  
氏  名  （ 橋 場  夕 佳           ）  
論文題名 
 
「明和の改正」についての研究 
 
論文内容の要旨 
 
 十五世観世大夫元章（享保七年［一七二二］～安永三年［一七七四］）が中心となって、田安宗武（正徳五年［一
七一五］～明和八年［一七七一］）の指導のもと行われた能楽改革は、「明和の改正」として知られ、従来の詞章を
大幅に改訂した所謂「明和改正謡本」の刊行、それに伴う間狂言の改革、新たな小書(特殊演出)の創案など、観世大
夫が取り組んだ能のトータルプロデュースであったと言える。 
 「明和の改正」をめぐっては、近年飛躍的に研究が進展し、田安宗武については、中尾薫氏の一連の研究によって、
それまで考えられていた後援者的立場と言うよりは、実際の改訂を指導する立場で大きな役割を果たしたことが明ら
かとなり、加藤枝直についても、詞章改訂の根幹に関わる改訂提案者として、「明和の改正」への関与の度合いが再
評価されるに至っている。現在では、冒頭に述べたように、宗武を指導者として、加藤枝直などの提案者と共に、観
世大夫元章が取り組んだ能全体にわたる改革というのが「明和の改正」であると認識されている。また、平成18年度
より始まった「観世文庫所蔵能楽関係資料のデジタル画像化と解題目録作成に向けた総合的研究」の成果により、同
文庫の資料の再整理とデジタル画像化が「明和の改正」研究に大きな成果をもたらしつつある。ひとつは、同文庫所
蔵資料の再調査によって、これまで知られていなかった「明和の改正」関連の資料が多数見出されたことである。そ
れらを踏まえた同関連の研究は、論集として発表される予定である(『観世元章の世界』平成２５年３月刊行予定)。
もうひとつは、同文庫所蔵資料の画像公開(観世アーカイブ)により資料の閲覧が容易となったことで、このことは「明
和の改正」研究のみならず能楽研究全体に大きく貢献することとなるであろう。このような研究状況のなかで、本論
文では、「明和の改正」について、詞章改訂、演出、間狂言という三つの要素からこれを論じていくものである。 
 第一章では、明和改正謡本における『伊勢物語』を素材とした作品である《井筒》《杜若》《小塩》《雲林院》及
び独吟《葛の袴》を取り上げ、その詞章改訂を中心に考察する。明和本の改訂作業が行われたと考えられている田安
家において、旧来の『伊勢物語』理解―これらの作品の背景にある中世の『伊勢物語』古註釈の流れを汲む理解―を
打破する新しい註釈が成立して間もない頃、当時にあっては最新の学問的成果を反映して改訂されたのがこれらの作
品である。宗武はもちろんのこと、宗武に和学御用として仕えた賀茂真淵も間接的に詞章改訂に影響を及ぼしており、
その解釈や考証の成果は、能の詞章のみならず、演出や装束、間狂言にまで反映されている。第二章では、こうした
環境の中で「明和の改正」に取り組んだ元章が、刊行された明和本に施した書入(観世文庫蔵『明和改正謡本改装本』
の書入)の内容について検証した。各詞章の典拠を書き留める姿勢は、作品の典拠に忠実に改訂する明和本の方針と通
じる。また、演能記録についての書入は観世家に伝わる謡本への書入をさらに考証し、整理しようとするものであっ
た。 
第三章では、「明和の改正」の演出面での改革、小書の創案について、同改正で創案されたと考えられる小書《富
士太鼓》「現之楽」、《杜若》「恋之舞」を中心に検証している。「明和の改正」において創案された小書は、その
大部分が現在の観世流に受け継がれているが、演出内容は創案当時のものと異なっている場合も多く、諸資料により
創案当時の演出を再現し、その意図を検証した。各演出の意図は次のようなものである。《富士太鼓》の小書「現之
楽」は喜多流の演出（現在の「狂乱之楽」）を取り入れつつ、そこに橋掛かりにおいて、亡き夫の形見である太鼓を
見込むという具体的な演技を加えることで、夫を討たれた富士の妻の思いを表現している。同演出は、詞章改訂によ
って作り出されたとも言える作品解釈に連動するものである。《杜若》の小書「恋之舞」は橋掛かりにおける水鏡の
所作が、業平への恋慕を表現する。明和本《杜若》が、かきつばたは業平の思い人である二条の后の形見であるとす
るなどの中世における伊勢物語理解を完全に削除していることは、第一章において触れているが、「恋之舞」の小書
が付くと、本来《杜若》の骨子であるはずの第六段の詞章を全て省略することにより、杜若の精であり、陰陽の神業
平でもあり、二条の后でもあるという重層的なシテの性格も、業平ゆかりの三河國八橋に現れた杜若の精へとより単
純なものに変化している。このようにして絞り込まれた主題を、さらに明確に表現しているのが「恋之舞」の演出で
 
あった。いずれの場合においても、詞章改訂によって明確に打ち出された主題があり、それを象徴する演技を取り入
れることで、主題を可視化する方法は、それまでの秘伝的な小書と大きく異なる。柳瀬千穂氏の紹介する書付『田安 於 
御屋形御面写数 御謡本章数御咄之事共承り候趣色々御意を書留ル』は、演出改革の「前史」と言うべき取り組みが、
既に元章の父・清親の時代から始められていたことを明らかにしているが、この前史的取り組みと本章で取り上げた
小書とは、一曲の主題やモチーフをめぐる演技という点で本質的につながることを述べた。また、「現之楽」は後に
その源となった喜多流の演出へと影響しており、「恋之舞」は、宝生流の「澤辺之舞」へと影響を与えている。この
ように「明和の改正」において創案された小書は、現在の観世流のみならず他流の小書へ波及しており、能の演出史
上においても「明和の改正」が及ぼした影響は甚大であると言える。 
第四章、第五章は、明和本に合わせたワキやアイのセリフを集成した『副言巻』に関する研究である。『副言巻』
は、能の前場と後場にはさまれた間ノ段におけるワキとアイのセリフ・語リが大半を占めるため、同書の内容を考察
することは、「明和の改正」に取り組んだ元章や宗武、その周辺が間ノ段をどのように捉えていたのか、能において
間ノ段はどうあるべきであると考えていたのかという問題を考察することになる。まず、第四章では、同書の成立に
誰がどのように関わっていたのかという問題を考えた。『副言巻』は、これまで特異なセリフと語リを持つ台本だけ
に、間狂言史において孤立した存在であると考えられていたが、同書所収の《難波》《石橋》のアイのセリフや語リ
が観世流座付きの狂言方・鷺流の間狂言台本である文化賢茂本の一部と共通することを指摘した。こうした本文の合
致に加えて、鷺仁右衛門が田安家に出入りしていたと読める『田藩事実』の記事から、少なくとも上演の段階では関
わっていたのではないかと推定した。『副言巻』と宗武、元章の関わりについては、両者の間でやりとりされた書付
『生田敦盛佐詞短様』（観世文庫蔵）により、具体的な作業の様相を捉えた。同書付は《生田敦盛》のようなはじめ
のワキの詞が長いものは短くし、ワキの意向にまかせて略様にも常のごとくにしてもよいのではないかという宗武か
らの提案とともに、簡略にした「生田敦盛」のワキの名乗りを示したものである。これに対し、元章側からは難解な
言葉について問い合わせている。この資料からは、改訂の指針だけでなく、具体的なセリフの提案を宗武の側から示
す場合があったことが読み取れる。また、添えられた文言からは、宗武側が示している簡略型のセリフが、『副言巻』
に収める心積もりで書かれている可能性を示した。第四章における『副言巻』周辺についての考察を経て、第五章で
は、『副言巻』の《朝長》《敦盛》《海士》のアイを検証した。前場と後場の間に差し挟まれる間狂言は、そもそも
は能と一体のものであったはずであるが、複式夢幻能において、当地の者(アイ)が能に関連した事柄をワキに語って
聞かせるというアイ語リは、狂言方が独自に発展させてきた語リが、能と演劇的には乖離してしまっていることもま
まあった。アイ語リは能から独立して鑑賞の対象となっていたのである。そのような状況において、能全体の改革に
取り組んだ「明和の改正」での、間狂言を能の一部と見なし、能のドラマをサポートするものへと改訂する『副言巻』
の方向性は、当然と言えば当然の帰着であったとも言える。前章の《難波》《石橋》のアイについても、能全体の演
出との兼ね合いからアイを整備する意図が『副言巻』にあったことを指摘したが、《朝長》《敦盛》のアイにも、能
とのバランスを取る工夫や、アイの定型化ゆえに生じた劇としての不自然さを解消する工夫が見られた。さらに、《海
士》のアイは主人公である海士の人物造型を補足するものであった。 
 以上に述べた各章の内容からも明らかなように、「明和の改正」は、田安宗武の指導のもと、観世大夫元章を中心
にして取り組まれた、詞章改訂、演出、間狂言に及ぶ能のトータルプロデュースであった。その改訂の傾向に、従来
から指摘される国学的・衒学的要素はもちろんあるものの、それも当時の作品理解の反映である。作品解釈によって
詞章を改訂し、主題を明確に表現する演出を創案する。さらに、その能に合わせた間狂言を作り上げるという「明和
の改正」の取り組みは、古典芸能としての能のひとつの在り方として有り得るべき試みであり、それは現在の能楽に
とっても参考にすべき指針を提示している。 
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